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テーマ別部会について 
 

 

１ 審議体制およびテーマ部会に関する決定・確認済み事項 

 

○体制の変更 

・任期更新時の２／１付けで全ての部会専任委員を委員会委員として追加する。 

・テーマ別部会を設置する。位置づけは地域別部会と同じとする。 

・既存のＷＧは一旦休止とする 

・テーマ別部会発足後は、運営会議メンバーは委員長および部会長とし、部会長が会議に

出席出来ない場合に部会長代理が出席する。 

・委員長代理について、各部会長の持ち回り制から固定制に変更する。委員長の指名によ

り寺田部会長が指名され了承された。 
 

○審議の進め方（詳しくは次頁参照） 

・テーマ別部会→地域別部会の順に議論 

・説明→質疑応答→理解→意見交換（修正提案）→対応（原案修正）→意見交換→意見書

とりまとめ 

・おおまかなスケジュール 

２月～４月下旬：テーマ別部会が主となって意見交換 

４月下旬～６月：地域別部会で意見交換 

７月     ：意見書とりまとめ 
 

○テーマ別部会について 

・「環境・利用」「治水」「利水」「住民参加」の 4つとする。 

（「利用」については「環境」と関連する部分が多く利害が対立することも想定されるた

め、「環境」と統合した。「環境・利用」部会は所属委員数が多いが、班分けするなど部

会による運営の工夫で対応することを想定している。） 
 

・委員構成 
 

・部会長：宗宮部会長（環境・利用部会）、今本部会長（治水部会）、池淵部会長（利水部

会）、三田村部会長（住民参加部会） 
 

・運営ルール 

・委員が所属部会以外の部会への参加を希望された場合、当該部会委員と同等に議論

に参加できる。ただし、定足数には含まれず、議決権もない。また、「自主的な参加」

として、謝金、交通費等は支払わない。 

・各委員は原則として、最低 1つの部会に所属する。 
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２ 各テーマ別部会における検討事項、スケジュール 

 

・要検討内容：主として整備計画原案（今のところは説明資料）の下記項目について意見

交換を行う。必要に応じて下記項目以外も検討する。住民参加部会につい

ては河川管理者への提言とりまとめも行う。 

・スケジュール：4/21 委員会までに一通りの意見交換を終了。4/21 委員会にて「意見交

換とりまとめ」と「地域別部会で検討してほしい事項」を報告する。 

 

＜部会別検討事項：次頁参照＞ 

 

○環境・利用部会 

・ 「河川環境」「利用」を主に検討 

・ 「治水・防災」「利水」「ダム」について環境面から検討 

 

○治水部会 

・ 「治水」を主に検討 

・ 「河川環境」「ダム」について治水面から検討 

 

○利水部会 

・ 「利水」を主に検討 

・ 「河川環境」「ダム」について利水面から検討 

 

○住民参加部会 

・ 整備計画策定時に河川管理者が行う住民意見聴取・反映についての提言とりまとめ 

・ 「計画策定・推進」を主に検討 

・ 「河川環境」「治水」「利水」「利用」「ダム」について住民参加面から検討 
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各部会の主な検討内容と河川整備計画策定にむけての説明資料（第１稿）との関連 

   テーマ別部会 
   環境・利用 治水 利水 住民参加 
４．１／５．１ 
計画策定・推進 
（P3） 

・チェック、見直し組織 
・情報共有と公開、住民との連
携・協働、関係団体・自治体・
他省庁との連携 

   
○ 
 

２．１／４．２ 
５．２ 
河川環境 
（P5～10） 

・河川形状／ 
・水位／・水量／・水質 
・土砂／・生態系／・景観 
・生物の生息・生育環境に配慮
した工事 

○ 
△ 
(治水面)

△ 
(利水面) 

△ 
(住民参加面)

２．２／４．３ 
５．３ 
治水・防災 
（P11～21） 

・洪水 
・高潮 
・地震、津波 
・維持管理 

△ 
(環境面) 

○  
△ 

(住民参加面）

２．３／４．４ 
５．４ 
利水 
(P22） 

・水需要の精査 
・関係機関との連絡調整 
・農業用水 
・既存施設の効率的運用による
渇水対策 
・渇水対策会議の改正 

△ 
（環境面）

 ○ 
△ 

(住民参加面）

２．４／４．５ 
５．５ 
利用 
(P23～25) 

・水面 
・河川敷 
・舟運 
 

○   
△ 

(住民参加面）

主
な
検
討
事
項
（
河
川
整
備
計
画
策
定
に
む
け
て
の
説
明
資
料
と
の
対
応
） 

２．５／４．６ 
５．６ 
ダム 
(P26～27) 

・既設ダム 
・整備内容 
 

△ 
(環境面) 

△ 
(治水面)

△ 
(利水面) 

△ 
(住民参加面）

その他 
 

   
河川管理者へ
の提言 

※委員会では、河川整備計画策定にむけての説明資料（第１稿）のすべてを取り扱う 
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３ 第１回テーマ別部会（３／８）での検討事項 

○第 20 回委員会（4/21）に向けて議論すべき論点の整理 

○第２回部会（3/27）までの作業 

例：議論すべき論点について、各委員が意見を提出する 

必要な資料を作成・収集（委員、河川管理者、庶務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

議論すべき論点の整理

・提言と比較して、充分に考え方が反映

されていない事項、さらに具体化すべ

き事項、修正すべき事項、抜けている
事項は何か→資料3-3

説明資料（第１稿）について、不明点の
解消→資料3-2-1～3-2-3

議論のために必要なデータ、

資料の検討

→河川管理者に依頼

→庶務、その他に作成等依頼

～４/21（委員会）

議論→意見とりまとめ

・どう具体化して記述するか

・どう修正すべきか

・何をどのように追加すべきか

＜テーマ別部会の進め方について＞

3/8

3/8

3/27～

3/8～
議論すべき論点の整理

・提言と比較して、充分に考え方が反映

されていない事項、さらに具体化すべ

き事項、修正すべき事項、抜けている
事項は何か→資料3-3

説明資料（第１稿）について、不明点の
解消→資料3-2-1～3-2-3

議論のために必要なデータ、

資料の検討

→河川管理者に依頼

→庶務、その他に作成等依頼

～４/21（委員会）

議論→意見とりまとめ

・どう具体化して記述するか

・どう修正すべきか

・何をどのように追加すべきか

＜テーマ別部会の進め方について＞

3/8

3/8

3/27～

3/8～


